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図上の相対的な時間 (判 Cardiac Phase) を横軸に渦流量を縦軸にプロットし渦の推移を表示し
検討した.
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【結果】 ①等容収縮期の渦流は正常で 28. 8:t 11. 0 cm2/s であり， DCM では 45.6 士 15.0 cm2/s 
であり，有意に DCM で大きかった (pく0.0 1) .僧帽弁前尖付着部(線維三角)から渦の中心までの
距離は正常で 3 1. 4:t 4. 4mm であり， DCM で 43. 2:t 10. 7mm であり，有意に DCM で大きかった
(pく0.0 1). DCM では正常より大きな渦流が心尖部側に認められた.②拡張期の流入血は，正常例
(1 0 例全例)では急速に心尖部まで達するが， DCM 症例では心尖部への血流到達が遅れていた症例
が有意に多く認められた (P<O. 01).③左室内渦流の定量化および時間的推移の検討により，等容
収縮期の左室内渦流量は A 波流速と正の相関 (R2=0. 6097 , P<O. 05) が， LVDd と正の相関
(R2=0. 2874, Pく0.05) が， EF と負の相関 (R2=0. 2917 , Pく0.05) が認められた. A 波流速との正の相
関は等容収縮期のみではなく，収縮初期にも認められ (R2二0.4487 ， Pく0.05) ，収縮中期にも認めら































研究結果は以下のとおりである.①等容収縮期の渦流は正常で28. 8 土 1 1. 0 cm2/sであり， DCMでは45.6
土 15. 0 cm2/sであり，有意にDCMで大きかった (PくO. 0 1).僧帽弁前尖付着部(線維三角)から渦の中心ま




と正の相関 (R2=0. 6097, PくO. 05) が， LVDdと正の相関 (R2=0. 2874, Pく0.05) が， EF と負の相関 (R2ニ 0.2917 ，
Pく0.05) が認められた. A波流速との正の相関は等容収縮期のみではなく，収縮初期にも認められ







ることが期待される. Echo-dynamography という新しい血流動態解析法を用いて， DCM の血流動態を
特徴づけた価値ある論文である.
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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